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展覧会 ・研究集会

「色 の音 楽 ・手 の幸福」
一 ロ ラ ン ・バ ル トの デ ッサ ン展

吉田城

期 間=平 成16年1月14日(水)～2月15日(日)

会 場=総 合博物館 第2企 画展示室(南 棟2F)

主 催:京 都 大学,関 西 日仏学館,国 立 ジ ョル ジュ ・ポン ピ ドゥー芸術

文化 セ ンター=パ リ国立近代美術館,東 京 日仏学院,東 京大学総

合文化研究科 ・教養学部

京都大学 総合†専物館 では,1月14日 か ら2月15日

まで,フ ランスの思 想家 ・作 家 ・評論 家 ロラン・バル

トのデ ッサ ン展が開催 された。 もともと2002年 か

ら2003年 にかけて,パ リの国立近代 美術館(ジ ョ

ルジュ・ポ ンピ ドゥー ・セ ンター)で 行 われ た ロラ

ン・バ ル ト展覧会の主要な部分 を,バ ル トの読者 が

多い 日本に巡回 させ,東 京大学 と京都大学で展示す

るとい うのが本展 覧会 の きっか けであ った。京都 に

おいて は,関 西 日仏学館が大枠の企画 を提 案 し,総

合博 物館 と文学研 究科(21世 紀COEプ ログラム)が

共催す る形で,展 覧会の開催 に至 った。

展示は ロラン・バル トに よるデ ッサ ン49点 を中心

に,自 筆書 簡や,関 連図書 ・写真 などを配置す ると

い うもので,総 合博物 館二 階の大 きなスペー スを区

切 って,バ ル ト展の組織責任者 アナ ン ト氏の意見 を

聞 きつつ,乃 村工藝社 が見事 なデ ィスプ レイを演出

して くれ た。

見学者が入 り口 を入る と,ま ず正面 の大 きな垂れ

幕 に書かれたバル トに よるフラ ンス語 の文章が赤字

で壁面 い っぱいに 口に入 る。 それは 日本語 に訳す

と,「 エ クリチュール,そ れ は手であ りしたが って

身体であ る。その衝動,そ の制御,そ の リズム,そ

の思考,そ の滑 り,そ の錯綜,そ の逃避 である。よ

うす るに魂(… …)で はな くて,欲 望 と無意識 をに

なった主体 なの だ。」この言葉 は当展覧会 を簡潔 に

表現 してい るもの といえ るだろ う。もちろんバル ト

は職業的 な画家では なか った。執筆行 為の合 間に時

間を見つけては絵 筆 を握 り,自 由奔放 な筆 さば きで

抽象的な造形 を描 くことに喜 びを見出 していたので

ある。それ は文字 をつづ る行為(エ クリチュール)

の延長 であった とも言 え よう。

バ ル トのデ ッサ ンにな にか特有 の主 題 とか メ ッ

セージを読 み とろ うとす るの は無益 なことである。

む しろバ ル トの言 うようにそ こにひとつの身体性,

その多様 な動 きの痕跡 を見出 し,そ の戯れ をたの し

む ことが大切で あろ う。49点 の作品 は年代順 に並

べ られているわけではない。最初 の4点 はパウル・

クレーやモ ン ドリア ンをある程度意識 したデ ッサ ン

であ り,つ ぎの数点 は 日本画や 中国の水墨 画か らヒ

ン トを得た 「東洋風」の作 品,そ してデザ イン画 を

思 わせ る色彩 の乱舞す る リズ ミカルな作品,バ イ ロ

イ トにワー グナーの 『ニーベ ルンゲンの指輪 』を聞

きに行った ときの印象をま とめ た もの,ま た 日本風

の文字 をまねたいたず らが き,と い うように,あ る

程度の まとま りごとに分類 して展示 したのである。

そこか ら受 ける印象は人 によって さまざまに異 な

るだろ う。音楽的な比喩 を見出す ひともあれば,バ

ル トの愛 したサ イ・トゥオンブ リもしくはアン ドレ・

マ ッソンとの親近性 を見るひ ともいるであ ろう。あ

るいは東洋の象形文字への 目配せ に敏感 なひ ともい

るであ ろう。だが,こ れ らの絵 にあ えて 「影響」も

「意味」 も求 めず,明 るい心 情 と軽 やか な知性 の変

幻 をたの しむだ けで・卜分か も知れ ない。ところで,

これ らのデ ッサ ンは ロマ リ ックと呼ばれるバ ル トが

最 後 に愛 した人物(男 性)が バ ル トか らもらった も

ので,の ちパ リ近 代美術 館 に寄 贈 され た ものであ
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る。た しか に,い くつかのデ ッサ ンにははっ き りと

ロマ リックへの手紙 ない しメッセージが書 き込 まれ

てい る。つい見落 と しが ちなことだが,こ う した絵

の 「贈 り物」はバ ル トー流の愛の証明であった よう

に思 われ るのだ。

とすれば,デ ッサ ンの心浮 き立つ ような色彩 も,

筆致 も,遂 行形 の 「愛」 とい う身体 的,精 神的刻印

のあ らわれであ る とも言 えよう。展覧会で は,こ れ

らに加 えてバ ル ト関連の書籍20点(美 しい表紙や

写真が飾 られてい る もの を中心 にまとめた),自 筆

の書簡,著 書 『明 るい部屋』の題名の もとになった

カメラ・ルシ ダ(標 本 な どを明 るい光の反射で写 し

取 る装置)の 実物,バ ル トゆか りの カルチエ ・ラ タ

ンの写真 な どを配置 し,ま たロラ ン・バ ル トの誘惑

的な声 をエ ン ドレステー プで流 す工夫 を凝 らした。

展 覧会前 日の1月13日 には内覧会が行われた。尾

池和夫 総長,長 尾 真 前 総長 をは じめ,本 間政雄 事

務局長,金 田章裕 副学長,関 西 日仏学館館長 ピエ ー

ル・フルニエ氏,同 副館 長 ジャン=フ ラ ンソワ・ア ン

ス氏,総 合博物 館長 山中一郎 教授,展 覧会組織責

任者 アナ ン ト氏 な ど,合 計50名 を越 える方 々にお

集 まりいただ き,吉 田の司会に よ り,に ぎや かに レ

セプ シ ョンが開かれた。

また1月24日 には関連企画 として,関 西 日仏学

館 の稲畑 ホー ルをお借 りして,「 多才 の人 ロ ラン・

バル ト」と題 した国際 フォー ラム を開催 した。この

企画は,文 学研 究科 の21世 紀COE第35班(異 文化

交流 ・翻訳論)の 研究集会 として行 われた。第一部

ではエ クスーアン=プ ロヴァンス大学か らお招 きし

た ルイ=ジ ャン・カルヴェ教授 による講演「ロラン・
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バル トと写真」が行われた。バル トが早 い時期 か ら

写真 に強い関心 を もってい たこと,そ の最 終的帰結

が 「明るい部屋』である ことを述べ,最 愛 の母親 の

幼 年期 に とった写真 が,じ っさいは不在 ではな く,

それ とな く別のペ ージに挿 入 されてい る と指摘 し

た。会場 か らの活発な質問 もあ り,高 等教 育研 究開

発推 進セ ンター教授 松 島 征 氏 の的確 な通訳 に よ

り,た いへ ん内容 の濃い講演 会 となった。休憩 を挟

んで 第二部 はバ ル トをめ ぐるパ ネル ・デ ィス カ ッ

シ ョンが行われた。吉 田 城 の司会進行 に より,文

学研 究科助教授 永盛克也 氏がバ ル トと演劇の出会

い につい て,東 京大学総 合文化研 究科教授 小林康

夫 氏が 「孤独 と幸福」とい う題名でバル トの実存装

置 について,人 文科学研 究所助教授 大浦康介 氏が

ア ンチモ ダンと してのバル トについて,ま た人間 ・

環境学研 究科 教授 篠原資明 氏が文化交通論の立場

か らバル トの絵 画意識につ いて発言 した。そのあ と

会場か らの質問や意見 も含 めて,討 論形式 でバ ル ト

について 自由 に論 じた。時間 とともに議論が 白熱 し

たが,時 間の制約 のため5時40分 には閉会 した。し

か し一部,二 部 を通 して最大時 で150名 近 くの聴衆

が集 まり,多 数の立 ち見 も出るな ど,近 年 まれ に見

る盛会 となったこ とは,組 織 ・司会者 としてはたい

へ ん感銘 を受 けた。

今 回の展覧会 は,関 西 日仏学館 と京都大学 の共 同

で行 われ た初め てのケースであったが,多 くの見学

者 を迎 え,主 要 新聞 には何 度 も取 り上 げ られ るな

ど,社 会的に話題 とな り,大 きな成功 を収 めるこ と

が で きた。また,フ ラ ンス系 人文科学 の分野 にお け

る東京大学 と京都大学の緊密 な協力 もおそ らく前例

のない ことであ り,こ れを契機 と して,東 西横 断的

な共 同シンポジウムなどが今後いっそ う発展する こ

とが期 待 される。

本展覧会の企画運営 に当た り,京 都大 学前 ・現 総

長,事 務 局長 をは じめ,総 合博物 館長の山中教授,

パ リ近代美術館 の関係者諸氏,関 西 日仏学館の フル

ニエ氏 と津 田 桜 さん,東 京大 学の小林康夫 教授,

COE35班 リー ダーの若島 正 教授(文 学研究科),本

学展覧会実行委員会のメンバーである フランス文学

系の諸先生方 にひとかたな らぬお世話 になった。こ

の場 を借 りて感謝の気持 ちをあ らわ したい。

(大学院文学研究科教授 ・フランス語学 フランス文学)
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公開講座

総 合 博 物 館 レ ク チ ャー ・シ リー ズ

第ll回 「コ ウモ リの 生 態」

林 良恭 先生(台 湾 ・東海大学副教授)

平成15年11月1日(土)

林先生 は,平 成13年6月1日 ～8月31日 まで客員教授

として赴任 されるな ど,京 都大学総 合博 物館 に とって

たいへ んな じみ深 い先生 です。平成15年 の秋 も3ヶ 月

あま り京都 に滞在 され,博 物館 で研 究 され ま した。今

回は先生 の ご専 門の コウモ リのお話 を してい ただけま

した。 コウモ リ類 は哺乳類の4分 の1を しめる1100種

が世 界か ら知 られている大 きな グルー プで,夏 の夕方

になる と,京 都 の住宅地で もア ブラコウモ リの大群が

見 られる ように身近 な存在 です。コウモ リ類 の多 くは洞窟や森林 の樹洞 な どに生息 し,夜 間に飛翔 しなが

ら昆 虫な どを食べ,冬 眠 をする ようです。また,コ ウモ リ類 の小 さな体は飛翔 には有利ですが,体 温調節

には不利で,そ れ を補 うためのい くつかの生理学 的改変が見 られ ます。 さらに,超 音 波 を発 しなが ら,そ

の反射 で障害物や餌 の位 置を見つ けた り,個 体認識 を行 うな ど,独 特の行動 も発達 しているこ と,ま た,台

湾 では蠕輻 の 「幅」 は 「福」 に通ず る として好 ま しい生 き物で ある と考 えられ てい るこ とな どをお話 しい

ただ きました。流暢 な 日本語 も相 まって聴衆 を魅了 されま した。

第12回 「メ コ ン川 で オ オ ナ マ ズ を追 い か け る」

荒井修亮 先生(京 都大学大学院情報学研究科助教授)

平成15年11月29日(土)

荒井先生 は,最 新技術 を使 った発信器 と受信機 を組み合 わせて動物の位置や水温 な どの情報 を時事刻 々に

入手 する技 術 を開発 され,動 物の生態 を次 々に明 らか にされてい ます。研究成果 は,生 態学,資 源生物 の

保護 や増 産,あ るいは絶滅危惧種の保全 まで,幅 広い分野 に役立 ってい ます 。今 回は,タ イ語で 「巨大 な

魚」 を意味す るプラ ・ブ ク(メ コンオオナマ ズR〃1gα5'配∫g'gα5)の 生態 を メコン川 で追跡 されたお話 をい

ただ きました。世 界最大 の淡水魚(最 大は体長3m,体 重293kg)で,貴 重 な動物 タンパ ク資源ですが,そ

の数は極 めて減 少 しているそ うです 。そ こで,タ イ国水産局の要請 に応 えて,保 全の基礎デ ー タとして2001

年 よ り回遊生態 の解明に着手 され ました。魚 に取 り付 ける超音波 発信機 と受信機の組 合せ を工夫す るこ と

に よって,発 儲 幾を取 り付けて放 流後6日 一9日 目に上 流60㎞ 地点 まで さかの ぼった り,あ るいは放流

後7日 目に50km下 流 まで下 った りと,大 きなスケールでの 回遊 を行 っている らしい ことな どが明 らか に

なって きました。実際 に使われてい る発信器,受 信機 など もお持 ちい ただい て,実 感 あふ れる レクチ ャー

とな りま した。
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第13回 「日本 人 と木 材,つ きあ い の歴 史」

鈴木三男 先生(東 北大学総合学術博物館長)

平成15年12月13日(土)

東北大学総合学術博物館長の鈴木三男先生のご専門は,顕 花

植物の形態や構造 ・機能の進化学的研究で,様 々な植物の木

部構造の進化や環境 との関連に焦点をあてて精力的に研究さ

れています。また,遺 跡か ら出⊥する植物遺体(特 に木材遺

体)を 調べ,古 植生の復元 と遺跡 人の植物 利用の解明 にも力 を注いでお られ ます。この よ うな幅広 い研究

成果 をもとに人と木材のつ きあいの歴史についてお話 しいただ きま した。東 日本 には亜寒帯 性の針葉樹林,

西 日本には冷温帯 性の落葉樹林 が広が っていた,約2万 年前の寒 さが厳 しかった氷河期の 頃か らお話 は始

ま り,弥 生時代 は水 田稲作 に使 われた木製農具 のほ とん どが カ シ類の材 で作 られたカシの時代で あった こ

と,律 令制や仏教 に代表 され る大陸の政治 ・文化の流入 とともに大 きな建物 を建てるため にヒノキ,ス ギ,

モ ミな どの針葉樹 が使 われた こと,し か し平安時 代の終 わ り頃にはこの天然林が枯 渇 し,そ の後 は積極 的

に造林 して木材 を生産す る人工林の時代へ と移 っていったこ とな どをお話 しいただ き,私 たち 日本人 と森,

そ してその生 産物 である木材 のつ きあいを概 観する ことがで きました。

第14回 「今 西 錦 司 の遺 業 一新 た な展 望 」

パメラ ・アスキス 先生(カ ナダ ・アルバータ大学教授,

平成16年1月7日(水)

京都大学総合博物館客員教授)

パ メラ ・アスキス先生 は1981年 に初めて 日本 を訪れ,日 本の霊長類学研究者 の方法論や理論 的背景 を調査

され ま した。この ときの滞在 は3年 に及び,犬 山の霊長類研究所 と京都 の人類進化講座 で研究 され ました。

そ して,京 都大学でお こなわれ てい た 「自然科学 セ ミナー」で初めて今西錦司先生 に出会い,こ れを きっ

かけ に,世 界に も大 きな影響 を与 え続 けている京都大学霊長類学 の研究 の基礎 をつ くられた今西先生 の思

想 に共鳴 して,今 西錦司 につ いての研究 を開始 され ました。2002年 には 日本 の共 同研究者 とともに今西先

生の最 初の著作 『生物 の世界』(初 版1941年)の 英訳 に携 わ られ ま した。

今回の滞在では,今 西先生 が学長 を務 め られた縁 で岐阜大学 に保管 されている膨大 な蔵書 を調査 されて

い ます。蔵書 は,1919年 か ら1980年 にわた り,総 数2,900点 に及び ます。今西先生 が読 まれた洋書 も500

点近 く含 まれてお り,ア スキス先生 は,そ の中に残 る今西先生直筆 の書 き込 み を丹 念に調べ てお られる最

中です。洋書の内容 と,そ こに記 され た書 き込 みを比較す るこ とによって,今 西先生 の生態学,動 物社 会,

そ して社会人類学 などについての思想が どの ように醸 し出 され

ていったのか をよ り正確 に跡 づける ことが可 能 とな りました。

今回のセ ミナーで はこれ ら最新の研 究成果 をお話 しいただきま

した。調査 に よって,1)今 西先生の思想形成 には,西 洋の生

物学や 日本の哲学 な どの影響 がは っき りとある こと,し か し,

2)そ の後の独 自の フ ィー ル ド調査 によって 自らの思 想 に肉付

け をされた ことな どを紹介 され ま した。膨大な原典 を克明 に学

んでお られ る若 き頃の今西先生 を彷彿 とさせ る迫力の講演で し

た。(大 野照文)
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京 都 大 学 ミュ ー ジ ア ム コ ンサ ー ト2003開 催

　 平成15年12月ll日 夕刻,京 都大 学 ミュー ジアム

コンサ ー ト2003が 開催 された。今年 で2回 目を数

える。 昨年 に引 き続 きヤ マハ音 楽 振興 会,(株)

JEUGIAの 共催 を得 る ことがで きた。また,　KBS京

都 には後援 してい ただい た。

　 前 回は,試 験的 な意味合 い もあ り,関 係者のみ を

招待 した ものであ ったが,総 合博物館 の展示 の精神

であ る自然 ・文化 ・生命の テーマ と見事 に共鳴 した

内容 は感銘深 い ものだった。そ して,招 待者か らは

誰で も参加で きる開かれたコンサ ー トを また開催 し

て欲 しい との要望が強 く出 され ていた。

　 今回は事務方が 自ら大学周辺の 自治会にご挨拶 に

出向 いて住民の皆 さんの参加 をお願 い した り,館 に

チ ラシを置いて来館者か らも参加 を募るな どの努力

を した。その結果,昨 年 を上回る約200名 の聴衆 に

お集 まりい ただけた。

　 コ ンサー トの内容 も,昨 年同様充実 した ものだっ

た。京都市立上賀茂小学校5年 生 の野村 光平君 作の

バ ッハの再来 を彷彿 とさせる荘厳 な「大宮殿 の音楽

会」 とい う曲で始 まった。つづい て,夢 のある曲,

あ るいは先 の見えぬ現代 の不安 をテーマ と した曲,

さらには総合博:物館 をテーマに したい くつかの 曲が

演奏 され た。そ して,最 後 に山口県岩国市立麻里布

中学校1年 の栗山瑞 帆 さんの作 曲 した 「ふ るさと」

が京都 大学音 楽研究 会,ハ イマー ト合唱団有志 の演

奏,コ ー ラスを背景 に歌われた。演奏の後の拍 手 は

コンサー トの成功 を如実 に語 った。また,閉 会の挨

拶 をい ただいた瀬戸 口烈司 前館 長 も来年以降の開

催継続 を強 く希望 され た。

コンサー トの実現 に当たって,本 学側で は本間政

雄 事務 局長,そ して と りわ け長尾 真 前総長 にご尽

力いただ いた。前総長 は,コ ンサー トを楽 しみ にさ

れ ていたが,法 人化 を前 に風雲 急 を告 げる状 勢の

下,退 任直前 にもかかわ らず 国立大学 の将来 に布石

を打つた め急遽上京 され た。欠席 され た長尾 真 前

総長に感謝の気持 ちとともにコンサー トの成功 をご

報告で きたこ とは,館 の教員 ・事務官 にとってたい

へ んうれ しいこ とであ った。(大 野照文)
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総 合博物館客 員教授(平 成15年7月10日 ～10月9日)

ア ラ ン ・ハ ワ ー ド ・サ ヴ ィツ キ ー 博 士

Dr Alan Howard SAVITZKY

　 アラン ・ハ ワー ド ・サ ヴィツキー博士 は,ア メリ

カ合衆国 ・コロラ ド大学 で生 物学 を修め られた後,

同 ・カ ンザ ス大学で生物学 の修士,博 士 の学位 を取

得 され ま した。現 在は,同 ・オー ル ドドミニオ ン大

学生物 科学教 室の助 教授 を務め られ てい ます。 今

回,「 アジア産ユ ウダ亜 科ヘ ビ類 にお ける頚腺 の個

体発生お よび解剖学的研究」をテーマに,客 員教授

として総合博物館 に3ヶ 月間滞在 され ま した。

　氏 のご専 門は,脊 椎動物 の機 能形態学 で,中 で も

爬虫類 に強 い関心 を抱 いています。これ まで も捕食

や 防御 と関連 した形態,す なわ ち,牙 か らの毒液注

入システム,蝶 番状 の歯,脊 椎骨の棘突起 などの進

化 や発生 につ いて研究 して きました。また,野 外生

態 に も興 味を もち,シ ンリンガラガラヘ ビ地域個体

群 の移動,採 餌,繁 殖 な どのデー タを10年 間近 くに

わた って蓄積 し,そ の保全対 策 に役 立て て きま し

た。

　 さて,氏 は来 日中はユ ウ ダ亜科 ヘ ビ類 を主 な対 象

と して,頚 腺 の胚発生過程 や頚腺周辺 の毛細血管網

構 造の解剖 学的研 究 を進め ま した。この グループに

属す るヘ ビと して,京 都 ではヤマ カガシが あげ られ

ますが,氏 は滞在 中 にヘ ビの採 集のため野 山 にも出

か け,さ らに標本の作製,観 察,撮 影,分 析 な どを

毎 口,夜 遅 くまで行 ってい ました。個体発生学 や解

剖学 の研究で は,顕 微鏡下での職 人芸 ともい えるよ

うな微細 な作業 も多 いのですが,氏 が驚 くほ どの集

中力 と器用 な手 さば きで研究 を進 めていたのには圧

倒 され ま した。これ らの研究 は,ア メリカに帰 国 さ

れてか らも継続 していて現在進行 中の ものですが,

いずれ近い うちにその成果が発表 されることと思い

ます。

また,氏 は京都大学総合博物館や理学研 究科 にお

いて数回のセ ミナー を行 うな ど,積 極的 に京都大学

の研 究者 との交流 をはか り,大 学 院生の研究 にも多

くの示唆 を与 えて くだ さい ました。アメ リカ合衆国

の 自然 史博 物館 の現状 につ いて ご紹介 いただ くな

ど,総 合博物館 の脊椎動物 の標本 の維持管理 につい

て も大い に参考 にな る知 見が多数得 られ ました。ま

た,京 都の他,関 東地方や沖縄で も爬虫類の フ ィー

ル ド調査や,研 究者 との交流 を行 い,双 方 に とって

有益 な もの とな りました。

一方
,日 本の伝統文化や建築物 な どに も強い関心

を持 たれたようで,休 日には京都 周辺の観光 をす る

な ど,充 実 した3ヶ 月間だった ようです。日本 の食

べ物 もたいへ んお気 にめ されてい ま したが,納 豆 だ

けは苦手 だった ようです。今回がは じめての来 日で

したが,氏 は京 都大学 が とて も気 に入 ったよ うで

す。今後,新 たなる共同研 究 を生 み出す ことにつな

が るもの と期 待 してい ます。(本 川雅 治)

() 

()



F8わrμ α町y2004 京都.大学

京都大学総合博 物館 日誌(平 成15年11月 ～平成16年1月)

ll月1日 レクチ ャー ・シリーズno.11「 コウモ リ

の生態」 開催

ll月1日 ・8日 第14回 公開講座

ll月8日 招へ い外 国人学者 林 良恭 氏(台 湾 ・東

海大学生物 系副教授)帰 国

11月14日 第75回 教官 会議

11月27日 特 別企 画 展 「ブ レイク と出会 った 日

本,そ の喜 ば しき日々」 開催

11月28日 第17回 運営 委員会

11月29日 レクチ ャー ・シリーズno.12「 メコ ン川

で オオナマズ を追いか ける」開催

12月11日 ミュージ アム コンサー ト2003開 催

12月12日 第76回 教官会議

12月13日 レクチ ャー ・シリーズno.13「 日本人 と

木材,つ きあいの歴 史」開催

12月27日 冬休み学習教室 「二枚貝 を調べ よう」

開催,平 成15年 秋季企画展 「21世紀 京大

の農学一 食 と生命そ して環境一 」終 了,特

別企画展 「ブ レイ クと出会った 日本,そ の

喜 ば しき日々」終了

1月7日 レクチ ャー ・シリーズno.14「 今西錦 司

の遺業一 新たな展望」開催,冬 休 み学習教

室 「三葉 虫 を調べ てみ よう」 開催

1月9日 第77回 教官 会議,客 員教授 パ メラ ・

ジ ョイス ・アスキス氏(カ ナ ダ ・アルバー

タ大学 入類学教 室教授)帰 国

1月10日 外 国人共 同研究者 金 眞久 氏(大 韓民

国国立水産振興 院南 海水 産研究所研究員)

来学

1月14日 特 別企画展 「色の音楽 ・手の幸福 一 ロ

ラン ・バル トのデ ッサ ン展 一」 開催

1月28日 第18回 協議員会

表 紙

機 械 メカ ニ ズ ム教 育 模 型(ド イ ツ製)

こ れ らの模 型 は基 本 的 な機 械 メ カニ ズ ム を学 ぶ た め の教 育 模 型 で あ る 。例 え ばハ ン ドル を 回す と直 線 運

動 か ら回転 運動 へ の(ま た は そ の逆 の)変 換 機 構 や特 殊 な ポ ンプ の構 造 な どが 容 易 に理 解 で きる よ うに作

られ て い る 。工 学 部 機i械 工 学 科 保 存 の購 入 伝 票 に よる と1903年 に ドイッ のGustavVoigt社 か ら47点 が 輸 入

され た が,現 存 して い るの は19点 で あ る 。総 合 博 物 館 で は これ らの アニ メ ー シ ョン を構築 し,ホ ー ムペ ー

ジ(http://inet.museum.kyoto-u.acjp/museumF/materials.html/mechAnime.html)で 公 開 して い る ・

(写 真:不 可 三 頼 子)
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